



   According to the Indonesian Law No. 11/2010 on Cultural Heritage, heritage district is an area with at least 
two heritage objects. However, our case study shows that a heritage district is not only about the number of 
objects.  
   After the 2006 earthquake, there is need to rehabilitate Kotagede’s damaged heritage. However, the 
earthquake was also an opportunity for heritage organizations to work with community more intensively. 
They could expand their scope of work and redefine the heritage management process in Kotagede. Lot of 
actors was involved in the heritage conservation process with financial support from international donors. 
This chance was also used to encourage the community’s involvement. 
   Raising the role of the local community in making decision for conservation area means to empower them. 
They can be involved on the protection and development in the area where they live. The signing of the MoU 
is a step which is aimed to formalize the interaction and cooperation among the parties including the 
government, heritage organizations, universities, donors and communities in the management Kotagede 
Heritage Area.  
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京都府亀岡市篠町における2013年台風18号水害の地理的特徴
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This paper reports the geographical chiaracteristics of the flood disaster caused by Typhoon Man-yi (2013) in Shino 
Town, Kyoto Prefecture, Japan. Some parts of the town is low lying and prone to flooding. The results of field surveys 
shows that the damage to houses, farmlands and river banks occured especially in flood or valley plains of the Katsura 
River and its tributaries. Most houses flooded above/under floor level in Shino Town were concentrated on the 
Kawanishi District where (1) the overflow water running into the area inside the open levees from the Katsura River 
partly flew through the underpass of the railway embankment of the JR San’in main line because the ground elevation 
in the district is reratively low, (2) the surface water which inflew from the higher place could not be discharged 
because of the slow running drainlines of the Katsura River. The results indicate the importance to design residential 
developments after having a better understanding of historical disaster-mitigation system, such as open levee. 






















①京都市 443 751  1,194  23.0%
②福知山市 690 279  969  18.7%
③八幡市 30 856  886  17.1%
④舞鶴市 280 311  591  11.4%
⑤南丹市 174 289  463  8.9%
⑥亀岡市 98 232  330  6.4%
⑦宇治市 30 247  277  5.3%
⑧綾部市 22 116  138  2.7%
⑨向日市 4 102  106  2.0%
⑩京丹波町 19 56  75  1.4%
その他 12 150  162  3.1%
合計 1,802 3,389  5,191  100.0% 
「台風18号による被害等の概要について（2013年9月30日
12:00現在）」京都府災害対策本部（注5）による。












図 1 2013 年台風 18 号経路図
a. 亀岡盆地                  b. 浸水想定深
図 2 調査対象地域
背景地図としてはそれぞれ「ArcGIS Online ベースマップ」ESRI ジャパンウェブサイト http://www.esrij.com/products/arcgis/online/arcgis-






































1 0.0  1.8  13 8.5 1.5 1 33.5 4.2 
2 0.0  2.0  14 5.5 1.5 2 24.5 3.7 
3 1.0  0.8  15 6.0 1.1 3 27.5 3.9 
4 4.5  0.4  16 6.0 1.3 4 24.5 4.6 
5 4.0  0.5  17 7.5 1.6 5 18.5 4.5 
6 9.0  1.0  18 9.0 0.7 6 14.0 5.2 
7 3.0  1.4  19 6.0 1.9 7 10.0 3.9 
8 1.0  1.6  20 7.0 0.3 8 3.0 7.0 
9 3.0  2.4  21 13.0 1.5 9 2.0 6.2 
10 1.0  2.4  22 11.0 1.5 10 1.0 6.9 
11 0.0  1.4  23 17.0 1.6 11 1.0 8.7 

















        a. 浸水範囲                b. 出水の様子（2013 年 9 月 16 日 15 時前後）
図 3 桂川における 2013 年台風 18 号出水
京都府「木津川・桂川・宇治川圏域河川整備計画検討委員会 第 13 回資料（平成 25 年台風 18 号の出水状況と対応に向けての課題）」
京都府建設交通部河川課資料、2013 年、27-28 頁のデータに基づき作成。図 3a の背景地図としては「ArcGIS Online ベースマップ」
ESRI ジャパンウェブサイト http://www.esrij.com/products/arcgis/online/arcgis-online/details/basemap/（2014 年 4 月 7 日閲覧）の「衛星画
























21:00 日吉ダム管理所から防災操作開始（毎秒150トン放流） 06:00 日吉ダム管理所から洪水時防災操作の事前連絡あり（未実施）
21:25 土砂災害警戒情報第1号が発表される 06:00 桂川保津橋 水位（6.5m）到達
21:50 桂川水防警報第1号の通知（水防団待機水位2.3m到達） 06:40 篠町柏原地区に避難準備情報を発表
21:51 大雨警報（土砂災害）が発表される 07:00 亀岡市災害対策本部会議（第2回）を開催
21:51 日吉ダム管理所が防災操作による貯留を開始 07:00 桂川保津橋 最高水位（6.81m）到達
23:56 洪水警報が発表される 09:58 京都府全域の大雨特別警報が解除される
16 
00:00 桂川水防警報第2号の通知（はん濫注意水位3.3m到達） 10:00 桂川保津橋 水位（6.31m）
00:35 土砂災害警戒情報第2号が発表される 10:20 亀岡市災害対策本部会議（第3回）を開催
00:50 桂川保津橋 避難判断水位（4.0m）到達 10:35 土砂災害警戒情報第4号が発表される
01:00 はん濫危険区域の巡視を実施（雑水川、桂川周辺） 11:00 日吉ダム管理所から洪水時防災操作の事前連絡
01:20 桂川保津橋 はん濫危険水位（4.5m）到達 11:00 日吉ダムの洪水時防災操作実施を関係築・機関に周知
01:30 保津町の一部に避難準備情報を発表 12:00 日吉ダムの洪水時防災操作を実施（毎秒500トン放流）
01:30 土砂災害警戒情報第3号が発表される 12:00 桂川保津橋 水位（5.29m）
02:00 亀岡地区の北町及び西町に避難準備情報を発表 12:50 土砂災害警戒情報が解除される
02:00 桂川保津橋 水位（5.0m）到達 14:00 亀岡市災害対策本部会議（第4回）を開催
02:15 災害警戒本部会議を開催（2号配備に切り替え） 14:00 桂川保津橋 水位（4.30m）
03:15 亀岡地区宇津根町他3町に避難準備情報を発表 15:00 篠町、東、西つつじケ丘全域で断水が発生
03:15 大井町並河1丁目に避難準備情報を発表 15:30 亀岡市災害対策本部会議（第5回）を開催
04:00 桂川保津橋 水位（6.0m）到達 15:37 大雨警報（土砂災害）が解除される
04:30 亀岡市災害対策本部1号動員命令 17:00 桂川保津橋 水位（4.08m）
04:40 はん濫区域の巡視を実施（桂川周辺） 17:00 亀岡市災害対策本部会議（第6回）を開催
04:50 河原林町勝林島地区に避難準備情報を発表 17:00 亀岡市災害対策本部を警戒本部（1号配備）に移行
05:05 京都府全域に大雨特別警報が発表される 17:00 市内すべての避難準備情報を解除
05:05 曽我部町学ケ丘に避難準備情報を発表 19:39 洪水警報が解除される














 a. JR 亀岡駅構内（2013 年 9 月 16 日早朝）       b. 亀岡市保津町（2013 年 9 月 16 日 8 時頃）
図 4 2013 年台風 18 号出水時の様子
図 4a：亀岡市総務部自治防災課資料、図 4b：吉田千賀子先生（京都府立南丹高等学校）撮影














          a. 浸水範囲               b. トロッコ亀岡駅前の様子（2013 年 9 月 16 日早朝）
図 5 2013 年台風 18 号出水時の様子
図 5a の背景地図としては「ArcGIS Online ベースマップ」ESRI ジャパンウェブサイト http://www.esrij.com/products/arcgis/online/arcgis-
online/details/basemap/（2014 年 4 月 7 日閲覧）の「衛星画像」を利用した。図 5b の写真は亀岡市総務部自治防災課資料より抜粋し
た。図 5b の写真は見晴区の住宅街からトロッコ亀岡駅方向に向かって撮影されたものである（図 5a 参照）。前方の水面下には農地
が、後方の水面下にはトロッコ亀岡駅の駐車場が広がっている。図 5a の周辺の地理については図 3a を参照のこと。
          a. 浸水範囲               b. 崩壊した鵜ノ川の堤防の様子（2013 年 12 月 2 日）
図 6 2013 年台風 18 号による篠町内の被害
図 6a の背景地図としては「ArcGIS Online ベースマップ」ESRI ジャパンウェブサイト http://www.esrij.com/products/arcgis/online/arcgis-
online/details/basemap/（2014 年 4 月 7 日閲覧）の「地形図」を利用した。図 6b の写真は河川水の増水に伴い鵜ノ川の堤防が崩壊した































































     a. 地形分類図                   b. 大正 11 年当時の川西区付近の様子
図 7 篠町川西区の地形特性
図 7a の地形分類データは『亀岡市史』所収「亀岡市の地形分類図」に基づいて長尾泰源氏が作成したものであり、背景地図としては





























     a. 浸水範囲                   b.増水した西川の様子（2013 年 9 月 16 日）
c. アンダーパス            d. アンダーパスの天井     e. 浸水した川西の住宅団地（2013 年 9 月 16 日）
図 8 篠町川西区における浸水被害
図 8a の背景地図としては「Zmap-TOWNII（亀岡市、2013 年版）」（立命館大学地理学教室蔵）を利用した。図 8b は川西区の東側を
北流する西川沿いを下り、JR 山陰本線を渡ったすぐ北側の地点から下流方向に向かって撮影されたものである（図 7a 参照）（2013 年
9 月 16 日 8 時 15 分頃、山田吉和氏撮影）。図 8c は川西区の住宅団地に河川水が浸入したアンダーパス（図 8a 参照）（2013 年 12 月 2
日、長尾泰源氏撮影）であり、図 8d はアンダーパスの天井に付着している籾が浸水当時の水位の痕跡として残されている様子である
（2013 年 12 月 2 日、村中亮夫撮影）。図 8e は川西区の住宅団地入口付近から浸水した団地内を撮影したものである（2013 年 9 月 16
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